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令和７年度 学校経営報告書（自己評価） 
 

学校番号 72 学 校 名 浜松南高等学校 校 長 名 鈴木 学 

 

評価 基   準 評価 基   準 

Ａ 
十分目標を達成することができた 

（達成値≧目標値+5 ポイント） 
Ｃ 

あまり目標を達成することができなかっ

た （-5ポイント＞達成値≧-10ポイント） 

Ｂ 
おおむね目標を達成することができた 

（+5 ポイント＞達成値≧-5 ポイント） 
Ｄ 

ほとんど目標を達成することができなか

った （達成値＜-10 ポイント） 

＊基準は目安であり、数値の限りではない。  

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

高

い

志

を

育

む 

a  

自己理解

を深めさ

せる 

 

自分の興味・関心や

適性を踏まえて進路

を考えていると答え

る生徒 

80％以上 

自分の興味・関心や

適性を踏まえて進路

を考えていると答え

る生徒 

87.5%  

 

 

Ａ 

 

・ＬＨＲ、探究の時間を中心に、 
 生徒が将来を考える機会を提
供できた。 

・昨年度を上回る結果となり、
一定の成果が認められる。進
路指導を中心とした継続的な
指導が成果につながったと考
えられる。 

・昨年度より達成状況が上がっ
たが、２・３年生は昨年度１・
２年生での結果よりやや下が
っている。 

・生徒の進路決定の参考になる
ような書籍を意識して選書し
た。３年生の３学期の利用が
多いが、今後は１、２年生か
らの利用を促したい。 

b  

志を育む

情報と機

会とを提

供する 

自分の将来に対する

はっきりとした夢や

希望を持っていると

答える生徒が卒業時

に、入学時に対して

30%up 

自分の将来に対する

はっきりとした夢や

希望を持っていると

答える生徒が卒業時

に、入学時に対して

30%up  

              - %  

（参考：R7 70.0%） 

 

 

C 

 

 

・進路指導やキャリア教育の効
果は一定程度認められるが、
継続的・個別的支援の充実が
課題である。 

・目標に対して達成状況がはっ
きりしない項目である。現３
年生の１年次が67.6％で本年
度76.8％となっており、そも
そも30%upがほぼ不可能であ
ることを考えると、Ｃという
評価を付けることが妥当かど
うか疑問である。 

・理数科は、年間を通し様々な
行事を校内・校外において実
施し、学年が上がるにつれ、
目標が明確になっている。１
年から目的をもって行事に取
り組めるよう３年間を見通し
た指導が必要である。 
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

c  

きめ細か

な進路指

導を行う 

進路指導が充実して

いると答える生徒 

80％以上 

文理選択、進学につ

いて生徒自身がプ

レゼンテーション

を行う 

進路指導が充実して

いると答える生徒 

85.7% 

文理選択、進学につ

いて生徒自身がプレ

ゼンテーションを行

うことができた 

 
 

A 
 
 

・全学年で肯定的回答率が高く、
２・３年生も昨年度から上昇し
ている。２年後半から３年中盤
にかけての充実をさらにここ
ろがけたい。時間と手間をかけ
ることと効率を上げることの
バランスが難しい。 

・本校の手厚い進路指導により、
生徒保護者の信頼に繋がって
いると感じる。しかしながら、
教員の負担も増加しているこ
とを真摯に受け止めなければ
ならない。 

・大学に行くためではなく将来
を見据えた進路指導をしてい
くべきだと感じる。教員サイ
ドで選択肢の幅を狭くさせな
いようにしたい。 

イ

学

力

を

伸

ば

す 

a  

学習意

欲、思考

力・判断

力・表現

力、知

識・技能

等を育む

授業を充

実する 

授業が充実してお

り、学習意欲が高ま

ったと答える生徒 

80％以上 

授業が充実してお

り、学習意欲が高ま

ったと答える生徒 

81.9%  

 
B 
 

・先生方の授業への取り組みが、
生徒にも伝わっている。今後
も続けていきたい。 

・自己評価アンケートでは水準
を満たしているが、個々に知
識の定着と運用が求められ
る。 

・下２つの項目の評価と比べる
と、きちんと習うことはでき
てるが、授業で意欲を引き出
す部分が不足ということか。 

授業で、習得した知

識・技能をもとに、

より深く学ぶことが

できたと答える生徒 

80％以上 

探究活動が充実して

いたと答える生徒 

70%以上 

授業で、習得した知

識・技能をもとに、

より深く学ぶことが

できたと答える生徒 

84.2%  

探究活動が充実して

いたと答える生徒 

（未実施） 

 
 

B 

・一定数の生徒が深い学びを実
感している。 

・教員の割合は94.0%で生徒の意
識と乖離があるが、目標は満
たしている。今後も興味関心
を高める授業を追求したい。 

・理数科は、理数探究において、
校内発表会を公開したり、外
部の発表会・コンテスト等に
参加する等の活動を通して、
より生徒が主体的に活動し、
探究活動を充実することがで
きた。 

授業がわかりやす

く、基礎的・基本的

な知識・技能が身に

付いたと答える生徒 

85％以上 

授業がわかりやす

く、基礎的・基本的

な知識・技能が身に

付いたと答える生徒 

83.1%  

 
B 

・自己評価アンケートは教員
92.0%、生徒83.1%と目標を満
たしており、継続していきた
い。 

・２・３年生で評価が低い傾向
にあるのは、授業内容が難し
くなったことに対応していな
い生徒が一定数いると考えら
れる。 
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ｂ 

主体的な

学習習慣

を身に付

けさせる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭学習時間 

平日２時間以上 

休日３時間以上 

 

主体的に学習する習

慣があると答える生

徒 

70％以上 

家庭学習時間 

平日２時間以上 

休日３時間以上 

54.0%   

主体的に学習する習

慣があると答える生

徒 

61.2%  

 
Ｃ 

・全体平均は一昨年の水準に戻
ったが、３年生の学習時間の
増加によるもので、１．２年
生は30%台である。アンケート
の各項目からは、授業頼みで
家庭学習時間も少ないが、９
割近くが、家庭で自分が必要
とする学習を行い、６割以上
が主体的に学習する習慣があ
ると思っていることになり、
メタ認知力が不足していると
思われる。 

・先生方が懸命に小テストや補
習に取り組んでいることに反
比例していないか懸念せざる
を得ない。 

・適切な学習習慣が身に付くよ
うに、指導の工夫をしていき
たい。 

・課題を多く出して勉強を強制
的にさせるのではなく、目的
意識をしっかり持たせて勉強
に向かわせたい。 

授業以外学習機会が

充実していると答え

る生徒 

80％以上 

補習の検証と７時間

目削減に向け検討を

行った 

授業以外の学習機会

が充実していると答

える生徒 

78.9%  

補習の検証と７時間

目削減に向け検討を

行った 

 
 
Ｂ 
 
 

・目標の80％にはわずかに届か
なかったが、概ね高い評価で
あった。補習などにより学習
機会の確保も一定程度図られ
ていた。 

・目標には届いていないが充実
していると考える生徒はかな
り多い。補習の削減をするに
あたってどのような機会が提
供できるのか、スタディサプ
リのような自主的学習に生か
せるもの、自主的に学習し質
問ができる時間と場所の積極
的な提供が必要ではないか。 

・校内における７時間目削減案
を完成させた。補習について
は検討を継続する。 

学習活動で励ましあ

う友人がいると答え

る生徒 

90％以上 

学習活動で励ましあ

う友人がいると答え

る生徒 

89.8%  

 
B 

・身近な関係では学びに向かう
学習集団が形成できている。 

・弱音を言えたり、一緒に頑張
ることができるという精神的
な部分だけでなく、互いに教
えあう、学びあう関係が広ま
るとよい。 

・２年生が１年次よりも肯定的
回答が減ったのは気になる。 

・生徒間の良好な関係は概ね構
築されている。今後は協働学
習の充実により、さらなる学
習環境の改善を図る必要があ
る。 
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

心に残る本に出合っ

たと答える生徒 

50%以上 

 

心に残る本に出合っ

たと答える生徒 

63.0%  

 
A 

・読書ノートやビブリオバトル、
朝読書で読んだ本のミニ感想
文などを実施した結果、目標
を上回る結果となった。来年
度以降も継続していきたい。 

・読書ではない取り組みでもい
いと感じる。 

ウ

人

間

力

を

高

め

る 

a  

自己管理

力を高め

る 

 

生活習慣が確立して

いると答える生徒 

80%以上 

 

生活習慣が確立して

いると答える生徒 

86.2%  

 

 
 

A 
 

・生徒の自己評価は高い数値を
示しているが、睡眠時間が遅
く課題意識を持つ生徒もい
る。保健委員による生活習慣
調査の実施を検討中である。 

・登校時間の８時２０分に、ギ
リギリで飛び込んで来る生徒
が多いので、時間に余裕をも
って登校できるように昇降口
での声掛けを継続して行って
いきたい。 

・ほとんどの生徒が基本的な生
活習慣が確立している一方
で、できない生徒が目立って
しまうこと、それに対する学
校の組織的な対応（生徒指導）
などを考えていく必要があ
る。 

・「毎日朝食を摂り、規則正しい
生活を送っている」と答える
生徒が多いが、欠席、遅刻、
早退、授業態度などを見てい
ると、よろしくない生活を（き
ちんと）繰り返す習慣が確立
している」生徒が多いのでは
ないかと考える。 

・欠席が多いことが気になる。
学校が楽しいと思える環境に
したい。 

交通法規を守ってい

ると答える生徒 

90％以上 

重大な交通事故ゼロ 

 

避難先や避難経路を

把握していると答え

る生徒 

80％以上 

交通法規を守ってい

ると答える生徒 

90.5%  

重大な交通事故 

 ０ 件  

避難先や避難経路を

把握していると答え

る生徒 

 77.1%  

 
 
Ｂ 
 
 

・重大事故は、０件であったが
交通ルールを守るという規範
意識は低く、大きな事故に繋
がりかねないため、集会や街
頭指導での、注意・喚起を継
続して行っていきたい。 

・避難経路は新校舎建設に伴い、 
年度途中に変更があり、防災
委員を通じて連絡したが、周
知徹底を促したい。 

校則やマナーを守っ

ていると答える生徒 

90％以上 

提出期限を守る、役

割を果たしていると

答える生徒 

90％以上 

校則やマナーを守っ

ていると答える生徒 

92.4%  

提出期限を守る、役

割を果たしていると

答える生徒 

85.8%  

 
 
Ｂ 

・校則を守っているという生徒
の意識と、教員側の意識に大
きな隔たりがあると感じるの
で、なぜルールやマナーを守
らなければならないのかとい
うことを伝えていきたい。 

・校則やマナーについて、生徒
の自己評価は高いが、教員の
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

評価は低いというギャップを
埋めていく必要がある。 

・ゴミの量は例年通りだったの
で、ゴミの持ち帰りや分別マ
ナーは概ね良好である。一部
の生徒のトイレ利用のマナー
が良くない実態があるので、
マナーアップの方策を検討し
たい。 

・教員がお膳立てしてしまうこ
とが多く、生徒自身が達成感
を感じられる活動や場面が少
ないと思われる。 

・職員は校則・マナーがそこま
で守れていないと感じている
が、生徒は守れていると答え
る生徒が多い。ギャップがあ
ると感じるので実態を調査し
たい。 

b  

主体性・

創造性・

協働性を

育てる 

 

学校行事により人間

力が高められたと答

える生徒 

80％以上 

生徒が行事や学校運

営に対して提言を行

った 

学校行事により人間

力が高められたと答

える生徒 

90.1%  

生徒が行事や学校運

営に対して提言を行

った 

 
 
Ａ 

・文化祭や体育大会では、生徒
が主体となって企画や運営を
スムーズに行うことができ
た。小さな成功体験が自信に
つながるので、来年度も生徒
が主体的に動くことができる
行事の運営を行っていきた
い。 

・本校の学校行事は、担当の先生
方の尽力により生徒の成長に
繋がる活動になっている。 

・目標値を十分に達成しており、
生徒の主体的な参画が促進さ
れた点は成果である。一方で、
意見を教育活動に継続的に反
映させる仕組みづくりが今後
の課題である。 

部活動により人間力

が高められたと答え

る生徒 

80％以上 

 

部活動と学習活動を

両立させている答え

る生徒 

70％以上 

部活動により人間力

が高められたと答え

る生徒 

 87.2%  

 

部活動と学習活動を

両立させている答え

る生徒 

77.0%  

 
A 

・多くの部活で、一生懸命行っ
ており、人間力の育成に寄与
できていると感じている。文
武両道は、本校の強みである
と思うので継続してサポート
していきたい。 

・以前に比べると、部活動を休
むことに対して抵抗がない部
員が増えている。 

エ

安

全

・

安

心

な

a  

施設・設

備を整備

する 

 

学習に関わる施設・

設備が整えられてい

ると答える生徒 

70％以上 

体育・部活動等に関

わる施設・設備が整

えられていると答え

学習に関わる施設・

設備が整えられてい

ると答える生徒 

81.6%  

体育・部活動等に関

わる施設・設備が整

えられていると答え

 
 

B 

・体育館の熱中症対策やグラウ
ンドの強風による土埃対策が
課題である。 

・新校舎移転を控えた校舎のた
め、老朽化した施設設備で
様々な不具合が発生したが、
生徒の安全を最優先に考えて
迅速に対応し、安心して学べ
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

教

育

環

境

を

整

え

る 

る生徒  70％以上 

校内美化（掃除ゴミ

拾い等）に努めてい

ると答える生徒   

80％以上 

る生徒   72.7%  

校内美化（掃除ゴミ

拾い等）に努めてい

ると答える生徒 

84.7%  

る環境の整備ができた。 
・年度当初に、清掃用具入れの
清掃と点検補充を行ったた
め、例年より清掃しやすい環
境を整えることができた。雑
巾交換も学期ごとに行った。
次年度以降も清掃用具の点検
補充を徹底する。 

b  

教育相談

活動を充

実する 

悩みを相談できる人

がいると答える生徒 

85％以上 

ICT等を用いた情報

共有システムがある 

悩みを相談できる人

がいると答える生徒 

88.0% 

ICT等を用いた情報

共有システムがある 

 
Ｂ 

・Cラーニングによる健康観察の
導入が、「悩みを相談できる人
がいると答える生徒」の目標
値である85%を超えたという
成果につながった。次年度は
入力率の向上を目指したい。 

c  

広報を充

実する 

（本校の教育方針や

教育活動を、配布物

やホームページ等を

通じて）わかりやす

く伝わっていると答

える保護者 

80％以上 

印刷物の配布前年比

２割減 

（本校の教育方針や

教育活動を、配布物

やホームページ等を

通じて）わかりやす

く伝わっていると答

える保護者 

 80.6% 

印刷物の配布前年比

２割減 

 
 
Ｂ 
 

・校長ブログを楽しみにしてい
る保護者もいるため、さらに
充実したホームページにす
る。 

・GoogleアンケートやC-ラーニ
ングを活用し、印刷物の配布
を減らした。外部からの配布
依頼について、可能な限りデ
ータで受け取り、Web配信とし
た。 

d  業務

改善を図

り教職員

の健康を

保持する 

ストレスチェック分

析事業で総合健康リ

スクが100（全国平

均）を下回る 

年 100時間以上の有

給休暇の取得 

学校運営協議会から

提言をいただき１件

以上の改善を行う 

ストレスチェック分

析事業で総合健康リ

スク  

約10ポイント低い 

年 100時間以上の有

給休暇の取得 

学校運営協議会から

提言をいただき１件

以上の改善を行う 

 
 

A 
 
 

・気温や日照、水質などの職場
環境衛生は悪化しているが、
ストレスに直結していない結
果であった。年間労働時間の
長い職員に学校医の面談を促
すこと等を今後も継続した
い。また、職務ができる限り
平均化するような仕組み作り
が大きな課題である。 

・生徒一人一人と、向き合って
いる先生が多いので、ストレ
スポイントが低くなっている
と感じる。 

・有給休暇の取得は、平均する
と一人当たり118時間（４～12
月）であった。 

・学校運営協議会からいただい
た提言をもとに探究学習につ
いて外部での発表をすること
ができた。 

 


